










































































五行 生 旺（王） 墓（死） 方位
木気三合 亥（水） 卯（木） 未（土） 東
火気三合 寅（木） 午（火） 戌（土） 南
金気三合 巳（火） 酉（金） 丑（土） 西



























































































































































































　　読み下し文：「やすみしし わご大王 高照らす 日の御子 荒栲の 藤井が原に 大御門 始め給ひて埴安の 堤の上
に 在（あ）り立（た）たし 見し給へば 大和の 青香具山は 日の経の 大御門に 春山と 繁さび立てり 畝火の 
この瑞山は 日の緯の 大御門に 瑞山と 山さびいます 耳成の 青菅山は 背面の 大御門に 宜しなへ 神さび立て
り 名くはし 吉野の山は 影面の 大御門ゆ 雲居にそ 遠くありける 高知るや 天の御蔭 天知るや 日の御影の 水
こそば 常にあらめ 御井の清水」（高木市之助校注編1996『万葉集』１日本古典文学大系　岩波書店　p49）　
　　訳：「天下をあまねく統治されるわが大王の天の神の国まで高く照らす日の御子の、人の踏み入れていない神
聖な藤井ガ原に新しい宮城を始めなさって、埴安の堤の上に御出でになりお立ちになって周囲を御覧になると、
大和の青々とした香具山は日の縦の線上の宮城の春山のように木々が繁り立っている、畝傍のこの瑞々しい山
は日の横の線上の宮城の瑞山として相応しい山容をしている、耳成の青々とした菅の山は背面の宮城に相応し
く神の山らしくそそり立っている、名も相応しい吉野の山は日の指す方向の宮城から雲が立ち上るような遠く
にある。天の神の国まで高く知られている天の宮殿、天の神も知っている日の御子の宮殿の水こそは常にある
だろう。御井の清水よ。」（同上　p50）
２　平城京に関する『日本書紀』の記述。　
　　和銅元年（708）２月戊寅の詔
　　原文：「揆日瞻星。起宮室之基。卜世相土。建帝皇之邑。方今、平城之地。四禽叶図。三山作鎮。亀筮並従。
宜建都邑。」
　　読み下し文：「日を揆り星を瞻て、宮室の基を起し、世を卜ひ土を相て、皇帝の邑を建つ。方に今、平城之地。
四禽図に叶う。三山鎮を作す。亀筮並びに従がう。宜く都邑を建てるべし。」
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３　平安京に関する『日本後記』の記述。
　　延暦13年（794）11月丁丑の詔
　　原文：「此國山河襟帶、自然作城。因斯形勝、可制新號。宜改山背國、爲山城國。又子來之民、謳歌之輩、異
口同辭、号曰平安京。」（神道大系編纂会編1983『日本書記』神道大系編纂会）
４　山田安彦1986『古代の方位信仰と地域計画』古今書院　p166
５　条坊制とは、南北中央に朱雀大路を配し、東西の大路（条）と南北の大路（坊）を碁盤の目状に組み合わせ左
右対称のシンメトリーに造られた都市をいう。
６　岸俊男編1987『都城の生態』日本の古代９、中央公論社　pp31－58
７　千田稔1987（岸俊男編1987『都城の生態』日本の古代９　中央公論社）所収　p146
８　金子裕之1983「平城京跡」（『月刊 「平城京跡」文化財』８月号）　p142
９　喜田貞吉1979『喜田貞吉著作集 5 都城の研究』平凡社1979　pp439－442
10　土気の構成は史料によって様々であり、「土気三合」だけは別表が必要となるが、本稿に直接関係しないため
割愛した。
11　原文「聞先師說曰、王者各以其行之盛祖、以其終臘。水始生于申、盛于子終於辰、故水行之君、以子祖辰臘。
火始生於寅、盛於午、終於戌、故火行之君、以午祖戌臘。木始生於亥、盛於卯、終於未、故木行之君、以卯祖
未臘。金始生於巳、盛於酉、終於丑、故金行之君、以酉祖丑臘。土始生於未、盛於戌、終於辰、故土行之君、
以戌祖辰臘。今魏據土德、宜以戌祖辰臘也」
　　（宋）李昉等奉勅撰、（明）鮑崇城重校1807『太平御覽』「時序部」出版者不明
12　原文「論十二支三合」「申子辰水局、亥卯未木局、寅午戌火局、巳酉丑金局、辰戌丑未土局。」『淵海子平』（徐
子平2010『子平精粹１：五行大義・淵海子平』華齢出版社）所収
13　足利健亮1997「平安京計画と四神の配置」『景観から歴史を読む：地図を解く楽しみ』NHK人間大学、日本放
送出版協会　pp31－41
14　原文「大山上咋神亦名山末之大主神。此神者坐近淡海國之日枝山、亦坐葛野之松尾、用鳴鏑神者也」（神道大
系編纂会編1977『神道大系古典編：古事記』神道大系編纂会　p157）
15　八田幸雄1991『神々と仏の世界』平河出版社　pp26－27
16　西本照真・由木義文校註2007「薬師本願経」「薬師本願功徳経」「薬師七仏本願功徳経」『亜閦仏国経：他』大
蔵出版　p184　
17　杉本卓洲1984『インド仏塔の研究：仏塔崇拝の生成と基盤』平楽寺書店　p94
18　原文「由此善根及彼如來本願力故。令其國界即得安隱。風雨順時穀稼成熟。一切有情無病歡樂」訳文：（薬師
如来の力によって、風雨は時に順じて穀物は実り、一切の生きとし生けるものは無病にして喜ぶ）（内藤藤一
郎1932「藥師琉璃光如來本願功徳經」『薬師如来・阿彌陀如来』東方書院）
19　常陸國の大洗磯（現 茨城県東茨城郡大洗町）にある大洗磯前神社の主祭神は大己貴命（大国主命）で、ひた
ちなか市磯崎町にある酒列磯前神社は、大己貴命とともに国造りをおこなったとされる少彦名命が主祭神とし
て祀られている。この２神に薬師菩薩明神の神号が与えられたというもの。
　　原文「在常陸國大洗磯前、酒列磯前、両神号薬師菩薩明神」（斉衡３年（856）12月の条）佐伯有義1896『文徳
実録』（日本文徳天皇實録1930『文徳実録』六国史シリーズ　朝日新聞社）所収
20　『古事記』に記載されている「因幡の白兎伝説」で、和邇（ワニ）を騙した兎が、和邇の怒りをかい、皮を剥
がされ泣いているところ大己貴神が通りかかり「淡水で体を洗い、川口に生えている蒲黄（がま）の花粉を取っ
て、敷き散らした上に転がれば、お前の体は治るだろう」と教えられ、その通りにした兎の体はもとに戻った
というもの。（神道大系編纂会編1983『古事記』神道大系編纂会）　pp147－148
21　原文「朱鳥元年九月丙午天皇病遂不差　崩于正宮」（朱鳥元年（686）９月丙午の条）神道大系編纂会編1983『日
本書記』神道大系編纂会
22　山本眞嗣1983『伏見歴史紀行』山川出版社　p11
23　「天応元年人王四拾九代光仁天皇奈良之都を今の平安城へ遷セん事を叡慮ましまし、山城の戌亥に當ル山を祭
りて王都守護之為となさらんとの勅願ありて、大安寺慶俊僧都に勅して山城國愛宕郡大社を朝日峯白雲寺に遷
座し鎮護國家の道場と仰ぎ、愛宕護山勝軍地蔵大権現ト諡なしたまひ、神社を和気の清麿卿ニ課て造営あらし
め、五千之坊舎を建立し當院を別當と爲成給ふ、依而慶俊僧都を中興開山とセリ」（五味重編1984「愛宕山両
社太々百味略縁起」『修験道史料集 Ⅱ』山岳宗教史研究叢書18　名著出版）所収　pp84－85
陰陽五行思想における三合の考察―平安京にみる三合―　　曽我とも子
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24　「當山両社大権現ハ母子の二神なり、本地垂跡あらたにして和光の利物貴賎男女の隔なく豊葦原の中つ國ニ施
し給へり、本社愛宕山大権現は伊弉冊尊是天神第七の陰神なり、則天照太神月読の尊蛭児太神素戔鳴尊軻遇突
智尊これ母神也、爰ニ本地を尋るに勝軍地蔵大菩薩也、若宮太郎坊大権現ハ本社第五の皇子火神軻遇突智尊又
者火産霊尊共申也」（五味重編1984「愛宕山両社太々百味略縁起」『修験道史料集 Ⅱ』山岳宗教史研究叢書18 
名著出版）所収　pp84－87
25　原文「故其所神避之伊邪那美神者。葬出雲國與伯伎國堺比婆之山也」神道大系編纂会編1977『神道大系古典編：
古事記』神道大系編纂会　p77
26　原文「伊弉冊尊生火神時、被灼而神退去矣。故葬於紀伊国熊野之有馬村焉」神道大系編纂会編1983『日本書記』
１　神道大系編纂会
27　黄永融1999『風水都市：歴史都市の空間構成』学芸出版社　pp103－104
28　同上　p117
29　都市・住居・墳墓などを選地する場合、地勢や方位、地脈や陰陽の気などを考え合わせ最も吉とする場所を選
ぶこと。
